
第１２回耳川水系総合土砂管理計画に関する

ワーキンググループ（令和６年３月１４日）

【 令和6年の取組内容 】
令和6年 ３月 １4日 第１２回 耳川水系総合土砂管理に関するワーキンググループ 開催
令和6年 ６月  昨年のダム通砂運用結果について地元説明チラシを配布
令和6年 ７月 ２2日 第１３回 耳川水系総合土砂管理に関する評価・改善委員会 開催
令和6年 ８月 27日～31日 台風第10号 ダム通砂運用実施（効果・影響については分析中）
令和6年 ８月 6日 第１３回 耳川フェスティバルin美郷 開催
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「耳川をいい川にする」ことを目標に、森林（もり）から海まで流域一体となって実施している各種取組を紹介する
とともに、その取組の評価結果や改善状況を流域住民の皆様にお知らせし、関係者が一体となって、これからの耳川
を見守っていくための広報紙です。（年１回発行）
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第１３回 評価・改善委員会において、耳川水系の山地から河口海岸までの各領域における、令和５年度の各種取組について、
「耳川通信簿」により評価しました。
その結果、令和５年度は過去に浸水被害が発生した平成19年度と同程度の出水が発生しましたが、家屋の浸水被害はありませんで

した。
しかしながら、ダム下流河川での濁水の長期化や通砂後の河川環境の変化がヒアリングで確認されていることから、今後も引き続

きモニタリングを継続し、各種行動計画を推進していきます。

第１３回 耳川水系総合土砂管理に関する評価･改善委員会の検討結果(令和６年７月２２日)

◆◆ ◆◆ ◆◆ 耳川水系総合土砂管理計画は、流域に関わる様々な人々との連携が必要な取組です。地域の皆様のご協力をお願いいたします。 ◆◆ ◆◆ ◆◆

◆山須原ダム・西郷ダムでは、洪水時に上流から流れてくる土砂をダム下流に
通過させる（ダム通砂）ための改造工事を実施しました。

★平成29年度の出水期（台風時）から西郷ダム、大内原ダム、令和３年度の出

水期（台風時）から山須原ダムで「ダム通砂運用」を開始しました。

【九州電力による取り組み】ダム通砂運用について

ダム通砂運用は、台風による出水時にダム貯水池内の水位を下げることで、
貯水池を本来の河川のような状態にし、流れる水の力を利用して貯水池内に流
入する土砂をダム下流へ通過させる運用です。

【耳川通信簿】

ダム通砂運用とは

水位が上昇
（貯水池の状態）
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【ダム通砂運用（イメージ）】

【従来運用（イメージ）】

山須原ダム

※「耳川通信簿」の詳細については、県庁ホームページに掲載しています。
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